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安
保
は
日
本
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か

　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て

　

二
〇
二
〇
年
は
改
定
さ
れ
た
日
米
安
保
条
約
が
発
効

し
た
一
九
六
〇
年
か
ら
六
〇
年
目
に
あ
た
る
。
二
〇
二

〇
年
一
月
一
九
日
、
安
倍
首
相（
当
時
）は
「
日
米
安
全

保
障
条
約
六
〇
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
で
、「
い
ま

や
日
米
安
保
条
約
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
増
し
て
不
滅

の
柱
。
ア
ジ
ア
と
、
イ
ン
ド
・
太
平
洋
、
世
界
の
平
和

を
守
り
、
繁
栄
を
保
証
す
る
不
動
の
柱
で
す
」
と
述
べ

た（
外
務
省
Ｈ
Ｐ
か
ら
）。
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
も
日
米
安
保

条
約
が
日
本
の
平
和
と
安
全
に
貢
献
し
た
旨
の
報
道

が
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
日
米
安
保

条
約
は
本
当
に
日
本
の
平
和
と
安
全
に
貢
献
し
て
き

た
の
か
。
樋
口
陽
一
東
京
大
学
名
誉
教
授
は
ド
イ
ツ
・

ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
を
代
表
す
る
国
法
学
者
ハ
ン
ス
・
ケ

ル
ゼ
ン
や
宮
沢
俊
儀
の
見
解
を
引
き
継
ぎ
、「
お
よ
そ
社

会
科
学
の
最
大
の
任
務
は
、
社
会
の
現
実
を
隠
蔽
す
る

諸
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
摘
出
し

科
学
の
立
場
か
ら
批
判
を
く
わ
え
る
こ
と
に
あ
る
」（
樋

口
陽
一
『
近
代
立
憲
主
義
と
現
代
国
家
』（
勁
草
書
房
、
一
九

九
五
年
）四
頁
）と
主
張
す
る
。
政
治
家
や
一
部
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
発
言
と
は
異
な
り
、
安
保
条
約
や
日
米
地
位
協

定
が
実
際
に
は
日
本
の
平
和
と
安
全
に
と
っ
て
脅
威
な

ら
、
日
米
安
保
体
制
の
実
態
を
正
確
に
認
識
し
、
そ
の

法
的
問
題
な
ど
を
社
会
に
提
示
す
る
こ
と
、「
日
本
の
平

和
と
安
全
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
、
真
実
を
覆
い
隠
す

「
虚
偽
言
説
」
の
「
仮
面
剥
奪
」「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
」

こ
そ
が
「
法
の
科
学
」
の
役
割
で
あ
り
、
私
た
ち
法
律

家
に
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
役
割
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
安
保
条
約
改
定
六
〇
年
目
に

あ
た
り
、
安
保
条
約
に
関
す
る
主
要
問
題
を
俎
上
に
載

せ
、
そ
の
問
題
点
や
代
替
政
策
を
提
示
す
る
こ
と
を
企

図
し
た
の
が
本
企
画
で
あ
る
。

　

最
初
の
山
内
敏
弘
論
文
で
は
、「
旧
日
米
安
保
条
約
の

成
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
日
米
安
保
条
約
の
展

望
」
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

山
内
論
文
で
は
日
米
安
保
条
約
の
「
対
米
従
属
性
」
が

明
確
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
日
米
軍
事
協
力

の
あ
り
方
の
変
容
は
日
本
の
米
軍
基
地
や
自
衛
隊
基
地
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の
あ
り
方
に
も
当
然
、
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
う
し
た
在

日
米
軍
基
地
、
自
衛
隊
基
地
の
変
容
の
実
態
が
、
前
田

哲
男
論
文
で
は
、
三
次
に
わ
た
る
「
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
改
定
を
物
差
し
と
し
な
が
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
自
衛
隊
装
備（
武
器
）の
あ
り
方
に
も
変
容
は
及

ぶ
が
、
本
特
集
で
は
最
近
の「
敵
基
地
攻
撃
論
」な
ど
に

焦
点
を
当
て
た
、
杉
原
浩
司
論
文
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
新
安
保
条
約
の
目
的
は
、「
日
本
国
の
安
全
に

寄
与
」（
六
条
）と
さ
れ
て
い
る
。
本
当
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
ば
米
軍
基
地
が
多
く
存
在
す
る
沖
縄
は
さ
ぞ
か

し
平
和
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
沖
縄
の
市

民
は
米
軍
の
存
在
に
よ
り
殺
人
、
強
姦
、
強
盗
な
ど
の

米
兵
犯
罪
、
米
軍
機
の
墜
落
、
騒
音
や
有
害
物
質
の
流

出
な
ど
の
「
基
地
公
害
」
に
苦
し
ん
で
き
た
。
と
て
も
、

「
主
権
国
」
と
は
言
え
な
い
状
況
を
生
み
出
す
「
日
米
地

位
協
定
」
も
、
こ
う
し
た
基
地
被
害
を
生
じ
さ
せ
る
一

因
で
あ
る（
前
泊
博
盛
論
文
）。
沖
縄
の
基
地
被
害
の
現

状
は
、「
日
米
安
保
条
約
は
日
本
を
守
る
」
と
い
う
「
虚

偽
言
説
」
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
」
を
白
日
の
下
に
さ
ら

す
。
そ
し
て
「
今
日
に
お
け
る
日
米
安
保
体
制
の
最
大

の
し
わ
寄
せ
」
が
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
強
行
」
で
あ

る（
加
藤
裕
論
文
）。
日
米
安
保
条
約
は
日
本
の
平
和
と

安
全
を
守
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事

戦
略
の
一
端
を
担
う
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
、「
核
兵

器
」
を
め
ぐ
る
日
本
政
府
の
動
向
に
も
現
れ
る
。
戦
争

被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、
本
来
な
ら
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
、
国
際
社
会
で
も
先
頭
に
立
っ
て
尽
力
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
歴
代
日
本
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
む
け
た

国
際
社
会
の
と
り
く
み
に
水
を
差
し
て
き
た
。
二
〇
一

七
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に

は
否
定
的
な
立
場
を
と
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

政
府
や
外
務
省
に
、「
日
米
安
保
条
約
の
核
の
傘
に
守
ら

れ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
久

保
賢
一
論
文
で
は
、「
日
本
が
核
の
傘
に
守
ら
れ
て
い

る
」
と
い
う
「
虚
偽
言
説
」
に
対
す
る
批
判
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
徹
底
し
た
「
平
和
主
義
」
や
「
国
際

協
調
主
義
」
が
基
本
原
理
と
さ
れ
て
い
る
日
本
国
憲
法

の
も
と
、
日
米
軍
事
協
力
を
推
進
し
、
国
家
主
権
や
地

方
自
治
を
蹂
躙
し
、
市
民
の
権
利
や
自
由
を
侵
害
す
る

「
日
米
安
保
条
約
」
は
正
当
化
さ
れ
る
の
か
。
清
水
雅
彦

論
文
で
は
こ
の
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

各
論
文
に
よ
っ
て
、「
日
米
安
保
条
約
は
日
本
を
守
る
」

と
い
う
虚
偽
言
説
の
仮
面
が
は
が
さ
れ
、
日
米
安
保
条

約
の
本
質
は
「
対
米
軍
事
協
力
」
に
あ
る
こ
と
、
そ
う

し
た
条
約
の
性
格
か
ら
当
然
導
き
出
さ
れ
る
結
論
と
し

て
、
と
り
わ
け
米
軍
基
地
周
辺
の
市
民
の
平
和
と
安
全

が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
条
約
で
あ
れ
ば
当
然
、
大
き
な
反
発
が
生

じ
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
一
九
六
〇
年
に
安
保
条
約

が
改
定
さ
れ
る
際
に
は
、
連
日
に
わ
た
り
国
会
が
多
く

の
市
民
に
包
囲
さ
れ
る
な
ど
、
大
々
的
な
反
対
運
動
が

お
こ
っ
た
。
し
か
し
現
在
、
多
く
の
市
民
が
安
保
条
約

を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
市
民
意
識
の
変

化
の
要
因
は
何
か
。「
安
保
条
約
を
め
ぐ
る
市
民
意
識
の

変
容
の
解
明
」
も
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
が
、
本
特
集
の
最
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
論
者
に
よ
る
「
安
保
観
」
は
、
そ

の
一
助
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

 
（「
法
と
民
主
主
義
」
編
集
委
員
会
　
飯
島
滋
明
）
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